
特定非営利活動法人ぽんぽん船

１　事業の実施方針

　（１）　特定非営利活動に係る事業

実施予定 実施予定 従事者の 受益対象者の範囲 事業費の予算額

日時　  　 場所　  　 予定人数及び予定人数　　　 単位（千円）

1 障がい福祉サービス事業
就労継続支援
（Ｂ型）

通年

障がい者自
立支援事業
所　ぽんぽ
ん船

5名 20名 33,717

２相談支援事業
指定特定相談支援
事業・指定障がい
児相談支援事業

通年

障がい者自
立支援事業
所　ぽんぽ
ん船

1名 5名 691

３地域生活支援事業 日中一時支援事業 随時

障がい者自
立支援事業
所　ぽんぽ
ん船

４名 　5名 40

２．相談支援事業（指定特定相談支援事業・指定障がい児相談支援事業）
  障がい福祉サービスへの窓口でもある相談支援事業をより充実させ、サービス利用のための支援や調整を行い、
地域や関係機関との連携・研修を深め、より質の高いサービスを提供していく。

３．地域生活支援事業（日中一時支援事業）
　地域のニーズに応え、障がい者等の日中における活動の確保、障がい者等の家族の就労支援及び家族の一時的な
休息が得られるよう、障がい児・者の受け入れを行っていく。

　特定非営利活動法人ぽんぽん船は設立趣旨に従い、障がい者福祉推進のため障がい福祉サービス事業を主体とし
て下記事業を行う。

事業名 事業内容

令和3年度　事業計画書

1． 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型）
　障がいのある人達の自立した地域生活を実現するため、地域の企業等と連携し、働く場・仕事の確保・工賃向上
に努める。
　作業の柱である菓子製造部門では、お客さまのニーズにあった商品づくりをめざしていくとともに、作業環境改
善を行っていく。また、食品衛生法の一部改正により、令和 3 年 6 月から制度化されるＨＡＣＣＰ（ハサップ）
に沿った衛生管理にも取り組み、法令遵守し、安心・安全な商品づくりを心がけていく。
　はなんばの里の清掃作業、公園のトイレ清掃、アルミ缶リサイクル、軽作業にも継続して取り組んでいく他、関
係機関から高く評価していただいている農福連携事業では、引き続き、施設外就労として地域のぶどう農家に出か
け、作業を実施していく。農福連携の施設外就労では、令和2年度、試験的に取り組んだアスパラガスの作業にも取
り組んでいく方向である。
　その他、ぽんぽん船での訓練を通して作業等で力をつけた方については、関係機関と連携し、一般就職に向けて
の支援を行っていく。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



 


